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バケツリレー（昨年の防災訓練）

昨年12月のきらめき音楽会

は
。

（
町
長
）
リ
サ
イ
ク

ル
は
良
い
案
で
あ
り

検
討
し
た
い
。

　
補
助
率
ア
ッ
プ
は
考
え
て

い
な
い
。（

井
下
）
町
の
補
助

事
業
と
し
て
の
「
き

ら
め
き
音
楽
会
」
等
は
３
年

間
の
補
助
も
終
わ
り
、
独
自

で
開
催
し
て
い
る
。

　
若
者
の
活
動
と
し
て
補
助

改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
自
立
し
て

自
分
た
ち
の
力
で
や

っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
３
年

間
の
補
助
と
し
て
い
る
が
、

相
談
に
応
じ
る
。

（
中
野
）
平
成
24
年

度
の
防
災
訓
練
は
ど

う
す
る
の
か
。

（
町
長
）
昨
年
は
県

と
共
同
で
実
施
し
た

が
、
今
年
は
各
地
区
で
実
施

し
て
も
ら
う
計
画
だ
。

（
浜
口
）
住
宅
が
あ

れ
ば
直
島
に
住
み
た

い
人
が
思
っ
た
よ
り
多
い
と

聞
く
。
人
口
減
少
対
策
の
一

環
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
結

果
は
い
つ
出
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
集
計

し
て
、
ま
と
め
て
い

る
の
で
、
近
々
報
告
す
る
予

定
だ
。

（
小
野
）
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
補
助
実

施
か
ら
長
年
が
経
過
し
、
現

在
は
家
で
ね
む
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
リ
サ
イ
ク
ル
を

お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
補
助
率
ア
ッ
プ
も
考
え
て

（
浜
口
）
防
災
倉
庫

の
設
置
場
所
に
町
立

診
療
所
敷
地
内
を
予
定
し
て

い
る
が
、
大
き
な
津
波
が
来

た
時
を
考
え
て
、
見
直
し
て

は
。

（
町
長
）
県
の
防
災

計
画
の
見
直
し
を
待

ち
、
危
険
で
あ
れ
ば
見
直
す
。

（
井
下
）
東
日
本
大

震
災
の
「
が
れ
き
」

処
理
を
知
事
が
２
月
県
議
会

で
答
え
て
い
る
が
、
各
市
町

に
話
が
き
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
今
の
と
こ

ろ
一
切
、
連
絡
は
な

い
。

（
井
下
）
町
と
し
て

「
が
れ
き
」
処
理
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

（
町
長
）
エ
コ
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
も
実
施

困
難
と
思
う
が
、
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
等
の
意
見
を
聞
い
て

み
た
い
。

香川県直島町 議会だより No.159

香川県直島町 議会だより No.159

　３月定例会は９日から開かれ、平成24年度当初予算など33議案を審議し、原案どおり可決
しました。
　昨年に引き続き、子ども手当、また、通園バス購入や中学校テニスコート改修工事などが計上
されています。
　開会に先だち平成23年度の町と教育委員会の功労者表彰式が挙行されました。
　続いて中学２年生や「はなみずき」の皆さんの傍聴の中、町長・教育長の報告に対し質疑を
交わしました。
　人事案件では、副町長・教育委員会委員の選任に同意しました。
　次に、監査報告があり、一般質問には３人が登壇し、町の考えを問いました。
　町民にとって大切な24年度の一般会計・特別会計予算に対し、活発な質疑を行い19日に閉
会しました。

平成24年度予算総括表用　語　の　説　明

予算編成の基本方針

一般会計款別構成表
平成24年度 一般会計予算
29億5,211万円

歳出（％）歳入（％）

東日本大震災

がれき処理受け入れは
濵田町長

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

防
災
訓
練
は

Q QA

QQ Q

AQA

　
町
民
の
皆
様
が
物
心
と
も
に
豊
か
で
、
健
康

そ
し
て
安
心
と
幸
せ
を
実
感
し
、
温
も
り
と

活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
基
本
方
針
と
し
ま
し

た
。

　
国
の
景
気
対
策
に
配
意
し
な
が
ら
、
離
島

振
興
法
を
は
じ
め
国
・
県
の
補
助
制
度
等
や

最
少
限
度
で
有
利
な
町
債
を
活
用
す
る
な
ど

限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
事
業
効
果
を
発
揮

す
る
よ
う
、
町
の
発
展
・
活
性
化
を
推
進
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

予算規模（万円）

29億5,211

４億8,469

３億0,167

２億4,997

5,327

343

２億0,433

1,705

13億1,440

９億7,380

52億4,031

対前年比（％）

△4.6

6.5

△0.9

1.0

△5.9

△0.0

10.1

△35.5

2.8

19.9

1.1

会　　　計

一 般 会 計

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

診 療 所 事 業

後期高齢者医療事業

離島飲料水供給事業

下 水 道 事 業

釣 公 園 事 業

小 計

簡 易 水 道 事 業

合　　　計

簡易水道予定量　給水戸数 1,720戸、 一日平均給水量 4.452㎥

特
別
会
計

AA Q

AA

災害に強い
　町づくりを

福祉や教育など、町の基本的な事務事業に要す
る歳入歳出を経理する会計
特定の歳入（保険料や使用料など）で特定の事業
を行い、一般の歳入歳出と区分して経理する会計
財政力が弱い自治体でも、福祉や教育などの基本
的な行政サービスができるよう国が配分するお金

国や県から入ってくる使い道が決まっているお金

町が借り入れたお金。道路や建物など、長期使
用する施設の建設費を、今後利用する住民にも
負担してもらう借金
歳入（入ってくるお金）が不足する場合に、基金（町
の貯金）から必要な事業に使うお金
特定の事業を行う時にその経費に充てるために、
それにより利益を受ける人に負担してもらうお金
借入金（町債）の返済をするお金

一般会計

特別会計

地 方
交 付 税

国庫支出金・
県 支 出 金

町 債

繰 入 金

分担金・
負 担 金

公 債 費

予備費 0.3
議会費 2.0

町税 21.4

地方譲与税
0.3

利子割
交付金 0.1
地方消費税
交付金 1.3

自動車取得税
交付金 0.1地方交付税

22.4

分担金及び
負担金
0.8

地方特例
交付金 0.1

使用料及び手数料 2.3

国庫支出金
2.4

県支出金 19.7財産収入
0.2

繰越金
0.7

繰入金 6.1

諸収入 17.3

町債 4.8

総務費
13.0

民生費
13.1

衛生費
11.0

農林水産業費
35.3

商工費
1.5

消防費
1.9

教育費
7.7

公債費
6.0

土木費 8.2
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諸収入 17.3

町債 4.8

総務費
13.0

民生費
13.1

衛生費
11.0

農林水産業費
35.3

商工費
1.5

消防費
1.9

教育費
7.7

公債費
6.0

土木費 8.2

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

　
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
は

イ
ベ
ン
ト
等
の

　
補
助
改
革
が
必
要

質
疑

主
な

設
置
場
所
の
見
直
し
を

が
れ
き
処
理
は

予
算
大
綱
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賛
成
（
井
下
）

　
東
日
本
大
震
災
の
が
れ
き

処
理
に
つ
い
て
、
県
と
受
け

入
れ
議
論
を
し
っ
か
り
し
て

い
た
だ
く
こ
と
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
で

の
住
宅
建
設
、
住
環
境
整
備

を
積
極
的
に
検
討
。

　
さ
ら
に
次
年
度
開
催
の
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
受
け
入
れ

体
制
の
検
討
な
ど
課
題
は
山

積
し
て
い
る
が
、
町
が
一
丸

と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

賛
成
（
丸
山
）

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
１
億
円
を
超
え
て
い
る
。

入
院
・
外
来
収
入
は
、
患
者

数
が
減
少
傾
向
で
あ
る
。

　
町
民
が
健
康
に
な
っ
て
患

者
数
が
減
る
の
で
あ
れ
ば
い

い
が
、
減
少
理
由
を
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

賛
成
（
井
下
）

　
下
水
道
へ
の
接
続
は
、

1
0
0
％
に
す
る
努
力
が
必

要
で
あ
る
。
特
に
、
接
続
で

き
る
と
こ
ろ
は
、
積
極
的
に

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
（
丸
山
）

　
こ
の
事
業
は
、
公
債
費
が

莫
大
で
あ
る
。
適
切
な
設
備

の
維
持
管
理
を
行
い
、
管
理

費
の
節
約
を
で
き
る
限
り
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
（
丸
山
）

　
簡
易
水
道
の
基
幹
改
良
事

業
な
ど
工
事
を
し
て
い
る
が
、

水
は
町
民
に
と
っ
て
非
常
に

大
切
な
も
の
。
工
事
は
、
事

故
の
な
い
よ
う
に
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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〔平成24年度予算〕〔平成23年度補正予算〕

一
般
会
計

一
般
会
計

小
学
校
ト
イ
レ
が
一
部
洋
式
に

（
浜
口
）
看
護
学
生

修
学
資
金
貸
付
金

条
例
を
一
部
改
正
し
て
、
利

用
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

（
住
民
福
祉
課
長
）

現
在
の
対
象
者
は
６

人
く
ら
い
だ
が
、
学
校
を
通

じ
て
十
分
Ｐ
Ｒ
す
る
。

（
井
下
）
中
学
校
で

は
授
業
に
柔
道
と
剣

道
の
武
道
を
導
入
し
て
い
る

が
、
予
算
に
用
具
の
購
入
費

等
は
入
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

柔
道
の
安
全
対
策
は
万
全
か
。

（
教
育
長
）
手
持
ち

の
用
具
を
再
利
用
で

き
る
の
で
、
予
算
化
は
し
て

い
な
い
。
柔
道
で
の
安
全
面
は
、

受
け
身
を
十
分
に
教
え
、
寝

技
を
中
心
に
投
げ
技
は
「
体

落
と
し
」
だ
け
と
す
る
等
の

対
策
を
と
って
い
る
。

（
浜
口
）
町
営
住
宅

の
太
陽
風
呂
の
補
修

の
内
容
と
基
数
は
。

（
建
設
経
済
課
長
）

古
く
な
り
こ
こ
数
年

診
療
所
の
雨
漏
り
対
策
を

ビ
オ
ト
ー
プ
は
、カ
ワ
ニ
ナ
は

診
療
所
事
業

下
水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

太
陽
風
呂
の
補
修
内
容
は

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
は

安
全
対
策
は
万
全
か

特
別
会
計

特
別
会
計

柔道の安全対策は万全かウォシュレットは
A Q

A

Q

Q

故
障
が
増
え
て
き
て
い
る
。

23
年
度
も
前
半
で
予
算
を
使

い
切
っ
た
。
故
障
し
た
も
の
か

ら
順
次
補
修
し
て
い
く
。

（
丸
山
）
ホ
タ
ル
が

生
息
で
き
る
ビ
オ
ト

ー
プ
の
工
事
の
進
捗
は
。
ま

た
、
カ
ワ
ニ
ナ
は
間
に
合
う

の
か
。（

建
設
経
済
課
長
）

工
事
は
終
了
し
て
い

る
。
カ
ワ
ニ
ナ
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
て
お
り
、

心
配
な
い
。

（
診
療
所
事
業
）

（
小
林
）
大
規
模
改

修
基
本
設
計
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
診
察
室
な
ど

雨
漏
り
し
、
住
民
に
迷
惑
を

か
け
た
。
天
窓
を
取
っ
て
は

ど
う
か
。（

事
務
長
）
屋
根
の

雨
漏
り
も
含
め
て
施

設
の
改
修
を
計
画
し
て
い
き

た
い
。

A

A QA Q

討

　論

監
査
報
告

　
23
年
度
の
財
政
事
情
は
、
税
収
等
で
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
診
療
所
会
計

及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
は
多
額
で
あ
り
、
楽
観

視
で
き
な
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

　
事
務
事
業
や
経
費
の
節
減
合
理
化
、
公
共
事
業
の
長

期
的
な
計
画
の
再
検
討
な
ど
、
計
画
性
と
費
用
対
効
果

を
重
視
し
た
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
願
い
た
い
。

　
各
種
事
業
の
実
施
で
は
、
激
変
す
る
政
局
や
経
済
情

勢
に
留
意
し
つ
つ
、
財
源
と
し
て
の
税
及
び
町
営
住
宅

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
滞
納
整
理
に
対
す
る
取
り
組
み

を
一
層
強
化
す
る
よ
う
望
む
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

費
の
抑
制
策
に
努
め
、
国
保
税
の
滞
納
整
理
へ
の
取
り

組
み
も
強
化
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て
一
層
の

努
力
を
望
む
。

　
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
計
画
的
な
基
金
運
用
を
行
い
、

平
成
26
年
度
ま
で
実
施
す
る
簡
易
水
道
基
幹
改
良
事
業

を
進
め
、
水
の
安
定
供
給
に
向
け
て
努
力
を
願
う
。

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

特
に
効
果
の
あ
る
事
業
を
最
優
先
に

滞
納
整
理への
取
り
組
み
の
強
化
を

水
の
安
定
供
給
に
向
け
て
努
力
を

監
査
委
員

　岡
田

　英
機

〃

　
 

　小
野

　孝
一

一
般
会
計

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
万
円
を

追
加
し
、
３４
億
４
、
９
２
２

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

●
町
民
税１

、
７
８
０
万
円
追
加

●
地
方
交
付
税

１
億
９
、
４
８
４
万
円
追
加

●
国
庫
負
担
金

１
、
１
０
６
万
円
減
額

●
県
補
助
金

２
、
３
２
８
万
円
減
額

●
繰
入
金１

、
７
６
７
万
円
減
額

●
繰
越
金２

、
７
７
０
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

●
財
政
調
整
基
金
積
立
金

２
億
２
、
４
３
０
万
円
追
加

●
住
基
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

１
、
２
２
１
万
円
減
額

●
廃
棄
物
処
理
施
設
調
査
設
計
等

１
、
０
９
１
万
円
減
額

●
小
学
校
ト
イ
レ
他
改
修

１
、
６
５
６
万
円
追
加

〔
主
な
質
疑
〕

　
ダ
ム
付
近
の
ビ
オ

ト
ー
プ
は
、
夏
期
に

水
量
が
少
な
く
な
る
の
で
、

広
木
池
か
ら
の
サ
イ
フ
ォ
ン

方
式
に
変
更
す
る
が
、
予
算

も
変
わ
る
の
か
。

　
夏
期
に
な
る
と
、

山
か
ら
の
湧
水
が
少

な
く
な
る
の
で
こ
の
方
式
に

す
る
。
こ
の
工
事
で
の
追
加

分
も
見
込
ん
で
い
る
。

　
小
学
校
の
ト
イ
レ

を
一
部
洋
式
に
す
る

が
、
機
種
（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
付
等
）
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。

　
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付

き
で
は
な
い
。
職
員

用
２
ヶ
所
は
、
ウ
ォ
シ
ュレッ
ト

付
き
を
予
定
し
て
い
る
。

　
住
宅
耐
震
対
策

支
援
事
業
補
助
を

利
用
し
た
人
は
い
る
か
。

　
３
件
程
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
が
、
実

際
に
申
請
は
な
い
。

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
、
０
３
８

万
円
を
減
額
し
、
４
億
５
、

４
６
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

●
国
庫
負
担
金７

４
３
万
円
減
額

●
国
庫
補
助
金６

４
８
万
円
減
額

●
県
補
助
金５

８
８
万
円
減
額

●
共
同
事
業
交
付
金

７
６
３
万
円
減
額

●
繰
入
金 

５
０
５
万
円
減
額

●
繰
越
金 

５
０
２
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

●
療
養
諸
費

１
、
５
６
０
万
円
減
額

●
共
同
事
業
拠
出
金

６
２
２
万
円
減
額

A QA Q

A Q国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

「袈裟固め」の練習

完成したビオトープ
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賛
成
（
井
下
）

　
東
日
本
大
震
災
の
が
れ
き

処
理
に
つ
い
て
、
県
と
受
け

入
れ
議
論
を
し
っ
か
り
し
て

い
た
だ
く
こ
と
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
で

の
住
宅
建
設
、
住
環
境
整
備

を
積
極
的
に
検
討
。

　
さ
ら
に
次
年
度
開
催
の
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
受
け
入
れ

体
制
の
検
討
な
ど
課
題
は
山

積
し
て
い
る
が
、
町
が
一
丸

と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

賛
成
（
丸
山
）

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
１
億
円
を
超
え
て
い
る
。

入
院
・
外
来
収
入
は
、
患
者

数
が
減
少
傾
向
で
あ
る
。

　
町
民
が
健
康
に
な
っ
て
患

者
数
が
減
る
の
で
あ
れ
ば
い

い
が
、
減
少
理
由
を
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

賛
成
（
井
下
）

　
下
水
道
へ
の
接
続
は
、

1
0
0
％
に
す
る
努
力
が
必

要
で
あ
る
。
特
に
、
接
続
で

き
る
と
こ
ろ
は
、
積
極
的
に

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
（
丸
山
）

　
こ
の
事
業
は
、
公
債
費
が

莫
大
で
あ
る
。
適
切
な
設
備

の
維
持
管
理
を
行
い
、
管
理

費
の
節
約
を
で
き
る
限
り
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
（
丸
山
）

　
簡
易
水
道
の
基
幹
改
良
事

業
な
ど
工
事
を
し
て
い
る
が
、

水
は
町
民
に
と
っ
て
非
常
に

大
切
な
も
の
。
工
事
は
、
事

故
の
な
い
よ
う
に
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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小
学
校
ト
イ
レ
が
一
部
洋
式
に

（
浜
口
）
看
護
学
生

修
学
資
金
貸
付
金

条
例
を
一
部
改
正
し
て
、
利

用
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

（
住
民
福
祉
課
長
）

現
在
の
対
象
者
は
６

人
く
ら
い
だ
が
、
学
校
を
通

じ
て
十
分
Ｐ
Ｒ
す
る
。

（
井
下
）
中
学
校
で

は
授
業
に
柔
道
と
剣

道
の
武
道
を
導
入
し
て
い
る

が
、
予
算
に
用
具
の
購
入
費

等
は
入
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

柔
道
の
安
全
対
策
は
万
全
か
。

（
教
育
長
）
手
持
ち

の
用
具
を
再
利
用
で

き
る
の
で
、
予
算
化
は
し
て

い
な
い
。
柔
道
で
の
安
全
面
は
、

受
け
身
を
十
分
に
教
え
、
寝

技
を
中
心
に
投
げ
技
は
「
体

落
と
し
」
だ
け
と
す
る
等
の

対
策
を
と
って
い
る
。

（
浜
口
）
町
営
住
宅

の
太
陽
風
呂
の
補
修

の
内
容
と
基
数
は
。

（
建
設
経
済
課
長
）

古
く
な
り
こ
こ
数
年

診
療
所
の
雨
漏
り
対
策
を

ビ
オ
ト
ー
プ
は
、カ
ワ
ニ
ナ
は

診
療
所
事
業

下
水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

太
陽
風
呂
の
補
修
内
容
は

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
は

安
全
対
策
は
万
全
か

特
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会
計

特
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柔道の安全対策は万全かウォシュレットは
A Q

A

Q

Q

故
障
が
増
え
て
き
て
い
る
。

23
年
度
も
前
半
で
予
算
を
使

い
切
っ
た
。
故
障
し
た
も
の
か

ら
順
次
補
修
し
て
い
く
。

（
丸
山
）
ホ
タ
ル
が

生
息
で
き
る
ビ
オ
ト

ー
プ
の
工
事
の
進
捗
は
。
ま

た
、
カ
ワ
ニ
ナ
は
間
に
合
う

の
か
。（

建
設
経
済
課
長
）

工
事
は
終
了
し
て
い

る
。
カ
ワ
ニ
ナ
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
て
お
り
、

心
配
な
い
。

（
診
療
所
事
業
）

（
小
林
）
大
規
模
改

修
基
本
設
計
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
診
察
室
な
ど

雨
漏
り
し
、
住
民
に
迷
惑
を

か
け
た
。
天
窓
を
取
っ
て
は

ど
う
か
。（

事
務
長
）
屋
根
の

雨
漏
り
も
含
め
て
施

設
の
改
修
を
計
画
し
て
い
き

た
い
。

A

A QA Q

討

　論

監
査
報
告

　
23
年
度
の
財
政
事
情
は
、
税
収
等
で
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
診
療
所
会
計

及
び
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
は
多
額
で
あ
り
、
楽
観

視
で
き
な
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

　
事
務
事
業
や
経
費
の
節
減
合
理
化
、
公
共
事
業
の
長

期
的
な
計
画
の
再
検
討
な
ど
、
計
画
性
と
費
用
対
効
果

を
重
視
し
た
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
願
い
た
い
。

　
各
種
事
業
の
実
施
で
は
、
激
変
す
る
政
局
や
経
済
情

勢
に
留
意
し
つ
つ
、
財
源
と
し
て
の
税
及
び
町
営
住
宅

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
滞
納
整
理
に
対
す
る
取
り
組
み

を
一
層
強
化
す
る
よ
う
望
む
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

費
の
抑
制
策
に
努
め
、
国
保
税
の
滞
納
整
理
へ
の
取
り

組
み
も
強
化
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て
一
層
の

努
力
を
望
む
。

　
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
計
画
的
な
基
金
運
用
を
行
い
、

平
成
26
年
度
ま
で
実
施
す
る
簡
易
水
道
基
幹
改
良
事
業

を
進
め
、
水
の
安
定
供
給
に
向
け
て
努
力
を
願
う
。

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

特
に
効
果
の
あ
る
事
業
を
最
優
先
に

滞
納
整
理への
取
り
組
み
の
強
化
を

水
の
安
定
供
給
に
向
け
て
努
力
を

監
査
委
員

　岡
田

　英
機

〃

　

 

　小
野

　孝
一

一
般
会
計

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
万
円
を

追
加
し
、
３４
億
４
、
９
２
２

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

●
町
民
税１

、
７
８
０
万
円
追
加

●
地
方
交
付
税

１
億
９
、
４
８
４
万
円
追
加

●
国
庫
負
担
金

１
、
１
０
６
万
円
減
額

●
県
補
助
金

２
、
３
２
８
万
円
減
額

●
繰
入
金１

、
７
６
７
万
円
減
額

●
繰
越
金２

、
７
７
０
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

●
財
政
調
整
基
金
積
立
金

２
億
２
、
４
３
０
万
円
追
加

●
住
基
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

１
、
２
２
１
万
円
減
額

●
廃
棄
物
処
理
施
設
調
査
設
計
等

１
、
０
９
１
万
円
減
額

●
小
学
校
ト
イ
レ
他
改
修

１
、
６
５
６
万
円
追
加

〔
主
な
質
疑
〕

　
ダ
ム
付
近
の
ビ
オ

ト
ー
プ
は
、
夏
期
に

水
量
が
少
な
く
な
る
の
で
、

広
木
池
か
ら
の
サ
イ
フ
ォ
ン

方
式
に
変
更
す
る
が
、
予
算

も
変
わ
る
の
か
。

　
夏
期
に
な
る
と
、

山
か
ら
の
湧
水
が
少

な
く
な
る
の
で
こ
の
方
式
に

す
る
。
こ
の
工
事
で
の
追
加

分
も
見
込
ん
で
い
る
。

　
小
学
校
の
ト
イ
レ

を
一
部
洋
式
に
す
る

が
、
機
種
（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
付
等
）
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。

　
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付

き
で
は
な
い
。
職
員

用
２
ヶ
所
は
、
ウ
ォ
シ
ュレッ
ト

付
き
を
予
定
し
て
い
る
。

　
住
宅
耐
震
対
策

支
援
事
業
補
助
を

利
用
し
た
人
は
い
る
か
。

　
３
件
程
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
が
、
実

際
に
申
請
は
な
い
。

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
、
０
３
８

万
円
を
減
額
し
、
４
億
５
、

４
６
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

●
国
庫
負
担
金７

４
３
万
円
減
額

●
国
庫
補
助
金６

４
８
万
円
減
額

●
県
補
助
金５

８
８
万
円
減
額

●
共
同
事
業
交
付
金

７
６
３
万
円
減
額

●
繰
入
金 

５
０
５
万
円
減
額

●
繰
越
金 

５
０
２
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

●
療
養
諸
費

１
、
５
６
０
万
円
減
額

●
共
同
事
業
拠
出
金

６
２
２
万
円
減
額

A QA Q

A Q国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

「袈裟固め」の練習

完成したビオトープ
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公用車に設置した青色パトライト

小学校の太陽光発電

安全運転お願いします（交通安全キャンペーン）

支
援
の
協
力
は
し
た
い

聖
火
の
点
火
方
法
は

（
浜
口
）
町
職
員

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
研
修
の
内
容
は
。
ま
た
、

今
後
も
続
け
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
ス

ト
レ
ス
か
ら
心
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
人
が
増
え

て
い
る
。
気
を
つ
け
て
、
と

い
う
内
容
だ
。

（
町
長
）
現
在
、

そ
う
い
う
人
は
い

な
い
が
研
修
は
続
け
た
い
。

ど
の
チ
ー
ム
が
あ
る
が
、
ス

ポ
ン
サ
ー
が
い
な
い
。
な
く

さ
な
い
よ
う
財
政
的
に
協
力

し
て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
っ

た
。
協
力
は
す
る
。
具
体
的

な
話
を
持
っ
て
来
る
よ
う
要

望
し
た
。（

井
下
）
東
日
本

大
震
災
で
発
生
し

た
「
が
れ
き
」
の
処
理
の
受

け
入
れ
は
で
き
な
い
か
。

（
町
長
）
受
け
入

れ
た
い
と
い
う
気

持
ち
だ
っ
た
が
豊
島
産
廃
処

理
が
延
長
に
な
り
無
理
だ
と

あ
き
ら
め
た
が
、
後
ろ
向
き

で
な
く
、
協
力
し
た
い
の
で

県
と
協
議
し
た
い
。

（
井
下
）
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
年

４
回
宮
ノ
浦
池
交
差
点
で
実

施
し
て
い
る
。
１
回
く
ら
い

は
、
東
部
の
役
場
前
あ
た
り

で
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

（
町
長
）
良
い
と

思
う
の
で
交
通
指

導
員
や
警
察
と
相
談
し
、
検

討
し
た
い
。

（
作
田
）
青
色
パ

ト
ラ
イ
ト
を
設
置

し
た
公
用
車
は
い
つ
頃
か
ら

走
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
公

用
車
の
車
検
証
の

書
き
換
え
等
で
遅
れ
た
が
、

近
々
走
ら
せ
た
い
。

（
浜
口
）
海
の
駅

緑
地
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
中
を
通
れ
ば
幸

せ
に
な
れ
る
と
か
の
ト
ン
ネ

ル
型
の
も
の
が
あ
れ
ば
良
い

と
思
う
が
。

（
町
長
）
以
前
か

ら
、
も
っ
と
賑
や

か
な
も
の
が
で
き
な
い
か
、

と
思
っ
て
い
た
が
、
か
な
り

経
費
が
高
い
。
来
年
度
は
今

ま
で
と
変
わ
っ
た
お
も
し
ろ

い
も
の
が
で
き
た
ら
と
思
う
。

（
作
田
）
地
域
密

着
型
ス
ポ
ー
ツ
支

援
の
内
容
は
。

（
町
長
）
現
在
、

香
川
県
に
野
球
・

サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
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町長報告
（主なもの）

３
学
期
制
移
行
を

　
ど
う
す
る

太
陽
光
で
の
電
気
の

　
削
減
は

質
疑

主
な

質
疑

主
な

濵田町長

どうする

教育長報告 岡教育長

職
員
研
修
の
継
続
は

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は

●12月７日　青色防犯パトロール支援事業講習会を
開催し、職員17人が受講しました。高松北警察署
から貸与される青色灯を公用車に設置して防犯パ
トロールができます。

●12月13日　町職員メンタルヘルス研修を開催し49
人が受講しました。

●12月14日　交通安全県民街頭キャンペーンを実施
し、幼児学園の園児がおもちをドライバーに配り、
安全運転を呼びかけました。

●12月15日～１月16日　海の駅緑地で直中生徒制作
のイルミネーション等を点灯しました。

●12月21日　香川県観光局の次長他から地域密着型
スポーツ支援について説明を受けました。

●２月23日　離島振興法改正・延長実現決起大会が
開催されました。延長される見通しです。

（
中
野
）
高
松
市
は

３
学
期
制
に
戻
す
と

新
聞
に
載
っ
て
い
た
。
直
島

は
ど
う
す
る
の
か
。

（
教
育
長
）
直
近
の

定
例
教
育
委
員
会
で
、

24
年
度
は
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
し
た
。

（
作
田
）
現
在
２
学

期
制
を
実
施
し
て
い

る
学
校
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

（
教
育
長
）
県
内
で

は
４
市
２
町
で
44
校
。

高
松
市
は
25
年
度
か
ら
３
学

期
制
移
行
を
決
め
て
い
る
。

（
丸
山
）
町
民
体
育

祭
の
聖
火
に
製
錬
所

の
炉
の
火
を
も
ら
う
考
え
は

な
い
か
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
点
火
方

法
は
。

（
教
育
長
）
火
種
に

つ
い
て
は
今
後
検
討

す
る
。
聖
火
は
小
学
校
の
階

段
を
上
り
聖
火
台
に
点
火
さ

（主なもの）
●12月６日　直島小学校ではベルマークで竹馬12
組を購入し、校長が全校児童に活用を奨励しまし
た。
●12月14日　もちつき大会が直島幼児学園で実施
され、その後５歳児が交通安全もち配りキャンペ
ーンに参加しました。
●12月15日　直島中学校生徒、教職員によりデザ
インされたイルミネーションが海の駅駐輪場壁面
に飾り付けられ、夕方に点灯されました。
●12月22・23日　直島中学校生徒会主催による直
島一周ゴミ拾いツアーが開催されました。
●１月４日　平成24年成人式が総合福祉センター
劇場ホールで開催されました。
●１月18日　高松地区教育長会が高松市役所で開
催され、主に２学期制実施の現状等について協議
しました。
●１月18日　スポーツ推進委員定例会が開催され、
町民体育祭開催時の聖火リレーの実施等について
協議しました。
●１月31日　直小学習フェアが直島小学校各教室
他で開催され、全校児童が生活科、総合的な学習
の時間などで学習した環境問題や文化等について
学年ごとに発表しました。
●２月４日　「学校CO2CO2削減コンテストin香
川」で、直島小学校が優秀賞を受けました。

が
れ
き
の
処
理
を

青パトが走る3学期制移行
聖火リレー
  をやります

がれき処理の
協力はしたいが

QAA

Q

Q

A

A

ト
ン
ネ
ル
型
の
も
の
は

Q

A

QAQA １
回
く
ら
い
は
東
部
で

コ  ツ  コ  ツ

QAQ

AQ

れ
、
開
会
行
事
の
時
間
帯
だ

け
燃
や
す
。

（
小
野
）
学
校
Ｃ

Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
２

削
減
コ

ン
テ
ス
ト
で
小
学
校
が
優
秀

賞
を
受
け
た
の
は
非
常
に
す

ば
ら
し
い
。
小
学
校
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
は
環
境
学
習
の
一

環
と
思
う
が
、
電
気
使
用
量

の
削
減
状
況
は
。
ま
た
、
中

学
校
で
の
環
境
学
習
は
。

（
教
育
長
）
電
力

削
減
量
は
年
間
１

５
、
０
０
０
ｋ
ｗ
。
電
気
代

は
売
電
を
含
め
、
年
間
26
万

８
、
０
０
０
円
の
削
減
に
な

っ
て
い
る
。

　
中
学
校
で
も
ゴ
ー
ヤ
を
育

て
た
り
植
樹
を
行
う
な
ど
環

境
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
も
学
習
に
利

用
し
た
い
。

Q
　
ツ
　  

コ
　
　
ツ

コ

A

A
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支
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の
協
力
は
し
た
い

聖
火
の
点
火
方
法
は

（
浜
口
）
町
職
員

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
研
修
の
内
容
は
。
ま
た
、

今
後
も
続
け
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
ス

ト
レ
ス
か
ら
心
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
人
が
増
え

て
い
る
。
気
を
つ
け
て
、
と

い
う
内
容
だ
。

（
町
長
）
現
在
、

そ
う
い
う
人
は
い

な
い
が
研
修
は
続
け
た
い
。

ど
の
チ
ー
ム
が
あ
る
が
、
ス

ポ
ン
サ
ー
が
い
な
い
。
な
く

さ
な
い
よ
う
財
政
的
に
協
力

し
て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
っ

た
。
協
力
は
す
る
。
具
体
的

な
話
を
持
っ
て
来
る
よ
う
要

望
し
た
。（

井
下
）
東
日
本

大
震
災
で
発
生
し

た
「
が
れ
き
」
の
処
理
の
受

け
入
れ
は
で
き
な
い
か
。

（
町
長
）
受
け
入

れ
た
い
と
い
う
気

持
ち
だ
っ
た
が
豊
島
産
廃
処

理
が
延
長
に
な
り
無
理
だ
と

あ
き
ら
め
た
が
、
後
ろ
向
き

で
な
く
、
協
力
し
た
い
の
で

県
と
協
議
し
た
い
。

（
井
下
）
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
年

４
回
宮
ノ
浦
池
交
差
点
で
実

施
し
て
い
る
。
１
回
く
ら
い

は
、
東
部
の
役
場
前
あ
た
り

で
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

（
町
長
）
良
い
と

思
う
の
で
交
通
指

導
員
や
警
察
と
相
談
し
、
検

討
し
た
い
。

（
作
田
）
青
色
パ

ト
ラ
イ
ト
を
設
置

し
た
公
用
車
は
い
つ
頃
か
ら

走
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
公

用
車
の
車
検
証
の

書
き
換
え
等
で
遅
れ
た
が
、

近
々
走
ら
せ
た
い
。

（
浜
口
）
海
の
駅

緑
地
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
中
を
通
れ
ば
幸

せ
に
な
れ
る
と
か
の
ト
ン
ネ

ル
型
の
も
の
が
あ
れ
ば
良
い

と
思
う
が
。

（
町
長
）
以
前
か

ら
、
も
っ
と
賑
や

か
な
も
の
が
で
き
な
い
か
、

と
思
っ
て
い
た
が
、
か
な
り

経
費
が
高
い
。
来
年
度
は
今

ま
で
と
変
わ
っ
た
お
も
し
ろ

い
も
の
が
で
き
た
ら
と
思
う
。

（
作
田
）
地
域
密

着
型
ス
ポ
ー
ツ
支

援
の
内
容
は
。

（
町
長
）
現
在
、

香
川
県
に
野
球
・

サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
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３
学
期
制
移
行
を

　
ど
う
す
る

太
陽
光
で
の
電
気
の

　
削
減
は

質
疑

主
な

質
疑

主
な

濵田町長

どうする

教育長報告 岡教育長

職
員
研
修
の
継
続
は

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は

●12月７日　青色防犯パトロール支援事業講習会を
開催し、職員17人が受講しました。高松北警察署
から貸与される青色灯を公用車に設置して防犯パ
トロールができます。

●12月13日　町職員メンタルヘルス研修を開催し49
人が受講しました。

●12月14日　交通安全県民街頭キャンペーンを実施
し、幼児学園の園児がおもちをドライバーに配り、
安全運転を呼びかけました。

●12月15日～１月16日　海の駅緑地で直中生徒制作
のイルミネーション等を点灯しました。

●12月21日　香川県観光局の次長他から地域密着型
スポーツ支援について説明を受けました。

●２月23日　離島振興法改正・延長実現決起大会が
開催されました。延長される見通しです。

（
中
野
）
高
松
市
は

３
学
期
制
に
戻
す
と

新
聞
に
載
っ
て
い
た
。
直
島

は
ど
う
す
る
の
か
。

（
教
育
長
）
直
近
の

定
例
教
育
委
員
会
で
、

24
年
度
は
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
し
た
。

（
作
田
）
現
在
２
学

期
制
を
実
施
し
て
い

る
学
校
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

（
教
育
長
）
県
内
で

は
４
市
２
町
で
44
校
。

高
松
市
は
25
年
度
か
ら
３
学

期
制
移
行
を
決
め
て
い
る
。

（
丸
山
）
町
民
体
育

祭
の
聖
火
に
製
錬
所

の
炉
の
火
を
も
ら
う
考
え
は

な
い
か
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
点
火
方

法
は
。

（
教
育
長
）
火
種
に

つ
い
て
は
今
後
検
討

す
る
。
聖
火
は
小
学
校
の
階

段
を
上
り
聖
火
台
に
点
火
さ

（主なもの）
●12月６日　直島小学校ではベルマークで竹馬12
組を購入し、校長が全校児童に活用を奨励しまし
た。
●12月14日　もちつき大会が直島幼児学園で実施
され、その後５歳児が交通安全もち配りキャンペ
ーンに参加しました。
●12月15日　直島中学校生徒、教職員によりデザ
インされたイルミネーションが海の駅駐輪場壁面
に飾り付けられ、夕方に点灯されました。
●12月22・23日　直島中学校生徒会主催による直
島一周ゴミ拾いツアーが開催されました。
●１月４日　平成24年成人式が総合福祉センター
劇場ホールで開催されました。
●１月18日　高松地区教育長会が高松市役所で開
催され、主に２学期制実施の現状等について協議
しました。
●１月18日　スポーツ推進委員定例会が開催され、
町民体育祭開催時の聖火リレーの実施等について
協議しました。
●１月31日　直小学習フェアが直島小学校各教室
他で開催され、全校児童が生活科、総合的な学習
の時間などで学習した環境問題や文化等について
学年ごとに発表しました。
●２月４日　「学校CO2CO2削減コンテストin香
川」で、直島小学校が優秀賞を受けました。

が
れ
き
の
処
理
を

青パトが走る3学期制移行
聖火リレー
  をやります

がれき処理の
協力はしたいが

QAA

Q

Q

A

A

ト
ン
ネ
ル
型
の
も
の
は

Q

A

QAQA １
回
く
ら
い
は
東
部
で

コ  ツ  コ  ツ

QAQ

AQ

れ
、
開
会
行
事
の
時
間
帯
だ

け
燃
や
す
。

（
小
野
）
学
校
Ｃ

Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
２

削
減
コ

ン
テ
ス
ト
で
小
学
校
が
優
秀

賞
を
受
け
た
の
は
非
常
に
す

ば
ら
し
い
。
小
学
校
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
は
環
境
学
習
の
一

環
と
思
う
が
、
電
気
使
用
量

の
削
減
状
況
は
。
ま
た
、
中

学
校
で
の
環
境
学
習
は
。

（
教
育
長
）
電
力

削
減
量
は
年
間
１

５
、
０
０
０
ｋ
ｗ
。
電
気
代

は
売
電
を
含
め
、
年
間
26
万

８
、
０
０
０
円
の
削
減
に
な

っ
て
い
る
。

　
中
学
校
で
も
ゴ
ー
ヤ
を
育

て
た
り
植
樹
を
行
う
な
ど
環

境
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
も
学
習
に
利

用
し
た
い
。

Q
　
ツ
　  

コ
　
　
ツ

コ

A

A
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対
面
式
・
一
問
一
答
方
式
に
！

オ
フ
ト
ー
ク
の
今
後
は

井下　良雄 議員大谷　智子 議員

一般質問

A

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）導
入
を

〔
町
長
〕 

広
大
な
敷
地
が
必
要
だ

　
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

同
時
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
、

全
国
で
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
動
き
が

加
速
し
て
い
る
。

　
香
川
県
で
も
２
件
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
導
入
の
事
例
が
あ

り
、
県
知
事
が
「
今
後
も
立

地
支
援
に
取
り
組
む
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　
直
島
町
も
、
環
境
の
島
・

エ
コ
の
島
と
し
て
発
展
す
る

た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
」
を
導
入
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
指
摘
の
と
お

り
だ
が
、
太
陽
光
発

電
に
は
広
大
な
敷
地
が
必
要

で
あ
り
、
電
力
会
社
の
協
力

が
不
可
欠
だ
。
県
に
調
査
を

依
頼
し
た
が
、
難
し
い
と
の
答

え
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
は
前
向
き
に
取
り
組

み
た
い
。
建
設
予
定
の
東
部
公

民
館
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最

大
限
取
り
入
れ
て
、
環
境
の

島
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
た

い
。

　
直
島
は
県
の
要
望

を
受
け
、
豊
島
産
廃

中
間
処
理
受
け
入
れ
以
来
環

境
の
ま
ち
と
し
て
や
っ
て
い
る
。

逆
に
県
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
を
言
っ
て
く
る
べ
き
だ
。

（
町
長
）
県
と
十
分
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

　
現
在
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

は
有
意
義
な
活
用
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
社
宅
や
借
家
等

で
一
部
未
設
置
の
家
も
あ
る
。

　
こ
れ
で
は
近
い
将
来
必
ず

や
発
生
す
る
と
言
わ
れ
る
南

海
・
東
南
海
地
震
や
台
風
・

火
災
等
重
要
な
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

　
現
状
の
設
置
割
合
と
、
今

後
の
新
通
信
設
備
へ
の
切
り

替
え
の
具
体
策
は
。

（
総
務
課
長
）
現
在
の

加
入
率
は
、
毎
月
の

使
用
料
と
設
置
費
が
必
要
な

こ
と
か
ら
65
％
だ
。
今
後
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
導
入
を
機
に
、
防

災
行
政
無
線
等
の
切
り
替
え

を
１
年
間
で
検
討
す
る
。

　
全
戸
加
入
に
な
る

の
か
。
ま
た
、利
用
料

と
設
置
費
は
無
料
に
な
る
か
。

（
町
長
）
社
宅
地
区
の

設
置
や
個
人
負
担
の

問
題
が
あ
る
が
、
十
分
検
討

し
地
域
別
周
知
会
を
開
催
す

る
等
考
え
た
い
。

A

町
長

ど
う
考
え
ま
す
か

作田　　宏 議員

対面式になった質問席

他県の太陽光発電（メガソーラー）

「食べて菜」給食

気をつけて運転してね（小学生自転車教室）

３
月
定
例
会
で
の
一
般
質
問
に
は
３
人
が

登
壇
し
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

質
問
者
の
責
任
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も

の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
、
議
会
で
の
議
論
の
活

性
化
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

い
議
会
運
営
と
す
る
た
め
に
、
３
月
定

例
会
よ
り
従
来
の一括
質
問
方
式
か
ら
、

対
面
式
・
一問
一答
方
式
に
し
ま
し
た
。

○
一
括
質
問
方
式
と
は
？

　
議
員
が
質
問
項
目
す
べ
て
を
一
括
し

て
質
問
し
、
そ
の
後
、
町
長
・
執
行

部
が
そ
の
質
問
項
目
に
つい
て一括
し
て

答
弁
す
る
方
式
。

○
一
問
一
答
方
式
と
は
？

　
文
字
ど
お
り
１
つ
の
質
問
項
目
ご
と

に
、
町
長
・
執
行
部
が
答
弁
す
る
方
式
。

　
一
問
ご
と
に
質
問
と
答
弁
が
な
さ
れ

る
の
で
、
十
分
な
審
議
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
対
面
式
と
は
？

　
議
員
が
議
場
中
央
に
設
け
ら
れ
た

質
問
席
か
ら
、
町
長
・
執
行
部
に
顔

を
向
け
質
問
す
る
こ
と
に
な
り
、
活

発
な
議
論
が
期
待
で
き
る
形
式
で
す
。

（
今
ま
で
は
議
長
席
の
前
の
演
壇
で
行

い
、
議
員
お
よ
び
傍
聴
席
に
対
面
し
て

い
ま
し
た
）

Q

AA Q

A

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
遵
守
を

〔
町
長
〕 一
部
の
人
が
ル
ー
ル
無
視
を

　
私
自
身
、
交
通
指
導
員
と

し
て
10
年
目
に
な
る
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と

７
年
前
に
も
質
問
し
た
が
、

再
度
質
問
し
た
い
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
今

後
の
対
策
と
し
て
電
動
車
イ

ス
の
運
転
や
観
光
客
が
利
用

す
る
自
転
車
等
に
つ
い
て
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
向
上
が
大

事
な
時
期
と
思
わ
れ
る
。

　
直
島
町
は
交
通
事
故
が
少

な
く
私
の
記
憶
で
は
今
年
２

月
末
現
在
で
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
日
が
４
、２
４
６
日
と
続
い

て
い
る
が
、
気
に
な
る
の
は

雨
の
日
に
傘
を
さ
し
て
自
転

車
に
乗
っ
た
り
、
音
楽
な
ど

を
イ
ヤ
ホ
ン
で
聞
き
な
が
ら

乗
っ
て
い
る
。
ま
た
乗
用
車

走
行
中
に
携
帯
電
話
を
し
て

い
る
人
を
見
受
け
る
こ
と
だ
。

　
町
長
は
町
民
に
対
し
タ
バ

コ
の
ポ
イ
捨
て
や
違
法
駐
車

等
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
観
光
客
の
手
本
と
な
る
よ

う
に
と
望
ん
で
い
る
が
、
増

え
続
け
る
観
光
客
等
に
対
す

る
交
通
対
策
は
。

（
町
長
）
直
島
は
死
亡

事
故
ゼ
ロ
が
４
、２
０

０
日
を
超
え
た
安
全
な
「
ま

ち
」
と
思
っ
て
い
る
が
、
一
部
の

人
の
ル
ー
ル
無
視
を
見
か
け
る

の
が
残
念
で
あ
る
。

　
今
ま
で
も
広
報
で
周
知
し

て
い
る
が
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等

１
日
だ
け
の
観
光
客
へ
の
対
応

は
難
し
い
。
町
民
自
ら
手
本
と

な
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　
町
内
の
交
通
事
故

が
少
な
い
の
は
結
構

な
話
で
あ
る
が
、
香
川
県
は

平
成
23
年
度
の
交
通
事
故
は

全
国
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
で

あ
る
。
原
因
を
追
求
す
る
と
、

平
坦
な
道
路
で
交
通
量
が
少

な
く
、
環
境
が
整
っ
て
い
る

と
注
意
力
が
緩
慢
と
な
り
、

マ
ナ
ー
の
低
下
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。（町

長
）
交
通
規
則
を

１
０
０
％
守
って
も
ら
い

た
い
と
願
って
い
る
。

A Q

ど
う
な
る
学
校
給
食

〔
教
育
長
〕 

４
月
か
ら
民
間
委
託
し
た
い

　
食
育
と
は
、
生
き
る
上
で

の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
、

徳
育
、
体
育
の
基
礎
と
な
る

べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
、
食
べ

る
こ
と
で
成
長
し
、
活
動
し
、

考
え
、
遊
び
、
働
き
、
ま
た
、

新
た
な
生
命
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
食
べ
る
こ
と
は
、

生
き
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
と

定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
現
代
の
食
生
活
は
多
様
化

し
、
栄
養
の
偏
り
、
不
規
則

な
食
事
、
肥
満
や
ア
ト
ピ
ー
、

糖
尿
病
な
ど
が
心
配
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
学
校
給
食
が
子
ど
も

た
ち
の
「
命
綱
」
と
し
て
父

兄
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
学
校
給
食
が
民
間
委

託
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
。

（
教
育
長
）　
食
育
は
、

知
・
徳
・
体
を
育
て

る
基
礎
と
な
る
。
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
食
育
は
心
身
の

成
長
や
人
格
の
形
成
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ

す
面
が
あ
り
、

非
常
に
重
要
な

こ
と
だ
。　

民
間

委
託
料

は
。

（
教
育

長
）
　

４
月
か
ら
委
託

に
向
け
て
準
備

を
し
て
い
る
が
、

合
理
化
に
よ
る

経
費
節
減
の
た

め
で
は
な
い
の

で
、
現
在
の
経

費
よ
り
も
高
く

な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
給
食
費
は
上

が
ら
な
い
。　食

中
毒
な
ど
が
起

き
た
と
き
の
責
任
は
。

（
教
育
長
）　
教
育
委

員
会
が
所
管
す
る
業

務
は
、
教
育
委
員
会
に
責
任

が
あ
る
。

　
食
中
毒
の
防
止
、
衛
生
管

理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
食
中
毒

の
発
生
の
原
因
に
よ
って
変
わ
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。
受
託

者
に
対
し
十
分
な
管
理
指
導

の
徹
底
を
図
り
、
安
全
な
学

校
給
食
の
実
施
に
最
善
を
つ
く

し
た
い
。

A

A Q

A Q

導入しよう
　メガソーラー

ルールを
　　守ってね

これまでと
　変わらないの？

　
幸
い
、
直
島
は
駐
在
所
が
２

カ
所
あ
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
動

い
て
も
ら
う
。
ま
た
交
通
指
導

員
と
も
話
し
合
う
機
会
を
設

け
て
い
き
た
い
。
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対
面
式
・
一
問
一
答
方
式
に
！

オ
フ
ト
ー
ク
の
今
後
は

井下　良雄 議員大谷　智子 議員

一般質問

A

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）導
入
を

〔
町
長
〕 

広
大
な
敷
地
が
必
要
だ

　
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

同
時
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
、

全
国
で
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
動
き
が

加
速
し
て
い
る
。

　
香
川
県
で
も
２
件
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
導
入
の
事
例
が
あ

り
、
県
知
事
が
「
今
後
も
立

地
支
援
に
取
り
組
む
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　
直
島
町
も
、
環
境
の
島
・

エ
コ
の
島
と
し
て
発
展
す
る

た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
」
を
導
入
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
指
摘
の
と
お

り
だ
が
、
太
陽
光
発

電
に
は
広
大
な
敷
地
が
必
要

で
あ
り
、
電
力
会
社
の
協
力

が
不
可
欠
だ
。
県
に
調
査
を

依
頼
し
た
が
、
難
し
い
と
の
答

え
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
は
前
向
き
に
取
り
組

み
た
い
。
建
設
予
定
の
東
部
公

民
館
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最

大
限
取
り
入
れ
て
、
環
境
の

島
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
た

い
。

　
直
島
は
県
の
要
望

を
受
け
、
豊
島
産
廃

中
間
処
理
受
け
入
れ
以
来
環

境
の
ま
ち
と
し
て
や
っ
て
い
る
。

逆
に
県
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
を
言
っ
て
く
る
べ
き
だ
。

（
町
長
）
県
と
十
分
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

　
現
在
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

は
有
意
義
な
活
用
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
社
宅
や
借
家
等

で
一
部
未
設
置
の
家
も
あ
る
。

　
こ
れ
で
は
近
い
将
来
必
ず

や
発
生
す
る
と
言
わ
れ
る
南

海
・
東
南
海
地
震
や
台
風
・

火
災
等
重
要
な
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

　
現
状
の
設
置
割
合
と
、
今

後
の
新
通
信
設
備
へ
の
切
り

替
え
の
具
体
策
は
。

（
総
務
課
長
）
現
在
の

加
入
率
は
、
毎
月
の

使
用
料
と
設
置
費
が
必
要
な

こ
と
か
ら
65
％
だ
。
今
後
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
導
入
を
機
に
、
防

災
行
政
無
線
等
の
切
り
替
え

を
１
年
間
で
検
討
す
る
。

　
全
戸
加
入
に
な
る

の
か
。
ま
た
、利
用
料

と
設
置
費
は
無
料
に
な
る
か
。

（
町
長
）
社
宅
地
区
の

設
置
や
個
人
負
担
の

問
題
が
あ
る
が
、
十
分
検
討

し
地
域
別
周
知
会
を
開
催
す

る
等
考
え
た
い
。

A

町
長

ど
う
考
え
ま
す
か

作田　　宏 議員

対面式になった質問席

他県の太陽光発電（メガソーラー）

「食べて菜」給食

気をつけて運転してね（小学生自転車教室）

３
月
定
例
会
で
の
一
般
質
問
に
は
３
人
が

登
壇
し
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

質
問
者
の
責
任
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も

の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
、
議
会
で
の
議
論
の
活

性
化
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

い
議
会
運
営
と
す
る
た
め
に
、
３
月
定

例
会
よ
り
従
来
の一括
質
問
方
式
か
ら
、

対
面
式
・
一問
一答
方
式
に
し
ま
し
た
。

○
一
括
質
問
方
式
と
は
？

　
議
員
が
質
問
項
目
す
べ
て
を
一
括
し

て
質
問
し
、
そ
の
後
、
町
長
・
執
行

部
が
そ
の
質
問
項
目
に
つい
て一括
し
て

答
弁
す
る
方
式
。

○
一
問
一
答
方
式
と
は
？

　
文
字
ど
お
り
１
つ
の
質
問
項
目
ご
と

に
、
町
長
・
執
行
部
が
答
弁
す
る
方
式
。

　
一
問
ご
と
に
質
問
と
答
弁
が
な
さ
れ

る
の
で
、
十
分
な
審
議
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
対
面
式
と
は
？

　
議
員
が
議
場
中
央
に
設
け
ら
れ
た

質
問
席
か
ら
、
町
長
・
執
行
部
に
顔

を
向
け
質
問
す
る
こ
と
に
な
り
、
活

発
な
議
論
が
期
待
で
き
る
形
式
で
す
。

（
今
ま
で
は
議
長
席
の
前
の
演
壇
で
行

い
、
議
員
お
よ
び
傍
聴
席
に
対
面
し
て

い
ま
し
た
）

Q

AA Q

A

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
遵
守
を

〔
町
長
〕 一
部
の
人
が
ル
ー
ル
無
視
を

　
私
自
身
、
交
通
指
導
員
と

し
て
10
年
目
に
な
る
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と

７
年
前
に
も
質
問
し
た
が
、

再
度
質
問
し
た
い
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
今

後
の
対
策
と
し
て
電
動
車
イ

ス
の
運
転
や
観
光
客
が
利
用

す
る
自
転
車
等
に
つ
い
て
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
向
上
が
大

事
な
時
期
と
思
わ
れ
る
。

　
直
島
町
は
交
通
事
故
が
少

な
く
私
の
記
憶
で
は
今
年
２

月
末
現
在
で
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
日
が
４
、２
４
６
日
と
続
い

て
い
る
が
、
気
に
な
る
の
は

雨
の
日
に
傘
を
さ
し
て
自
転

車
に
乗
っ
た
り
、
音
楽
な
ど

を
イ
ヤ
ホ
ン
で
聞
き
な
が
ら

乗
っ
て
い
る
。
ま
た
乗
用
車

走
行
中
に
携
帯
電
話
を
し
て

い
る
人
を
見
受
け
る
こ
と
だ
。

　
町
長
は
町
民
に
対
し
タ
バ

コ
の
ポ
イ
捨
て
や
違
法
駐
車

等
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
観
光
客
の
手
本
と
な
る
よ

う
に
と
望
ん
で
い
る
が
、
増

え
続
け
る
観
光
客
等
に
対
す

る
交
通
対
策
は
。

（
町
長
）
直
島
は
死
亡

事
故
ゼ
ロ
が
４
、２
０

０
日
を
超
え
た
安
全
な
「
ま

ち
」
と
思
っ
て
い
る
が
、
一
部
の

人
の
ル
ー
ル
無
視
を
見
か
け
る

の
が
残
念
で
あ
る
。

　
今
ま
で
も
広
報
で
周
知
し

て
い
る
が
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等

１
日
だ
け
の
観
光
客
へ
の
対
応

は
難
し
い
。
町
民
自
ら
手
本
と

な
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　
町
内
の
交
通
事
故

が
少
な
い
の
は
結
構

な
話
で
あ
る
が
、
香
川
県
は

平
成
23
年
度
の
交
通
事
故
は

全
国
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
で

あ
る
。
原
因
を
追
求
す
る
と
、

平
坦
な
道
路
で
交
通
量
が
少

な
く
、
環
境
が
整
っ
て
い
る

と
注
意
力
が
緩
慢
と
な
り
、

マ
ナ
ー
の
低
下
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。（町

長
）
交
通
規
則
を

１
０
０
％
守
って
も
ら
い

た
い
と
願
って
い
る
。

A Q

ど
う
な
る
学
校
給
食

〔
教
育
長
〕 

４
月
か
ら
民
間
委
託
し
た
い

　
食
育
と
は
、
生
き
る
上
で

の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
、

徳
育
、
体
育
の
基
礎
と
な
る

べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
、
食
べ

る
こ
と
で
成
長
し
、
活
動
し
、

考
え
、
遊
び
、
働
き
、
ま
た
、

新
た
な
生
命
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
食
べ
る
こ
と
は
、

生
き
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
と

定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
現
代
の
食
生
活
は
多
様
化

し
、
栄
養
の
偏
り
、
不
規
則

な
食
事
、
肥
満
や
ア
ト
ピ
ー
、

糖
尿
病
な
ど
が
心
配
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
学
校
給
食
が
子
ど
も

た
ち
の
「
命
綱
」
と
し
て
父

兄
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
学
校
給
食
が
民
間
委

託
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
。

（
教
育
長
）　
食
育
は
、

知
・
徳
・
体
を
育
て

る
基
礎
と
な
る
。
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
食
育
は
心
身
の

成
長
や
人
格
の
形
成
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ

す
面
が
あ
り
、

非
常
に
重
要
な

こ
と
だ
。　

民
間

委
託
料

は
。

（
教
育

長
）
　

４
月
か
ら
委
託

に
向
け
て
準
備

を
し
て
い
る
が
、

合
理
化
に
よ
る

経
費
節
減
の
た

め
で
は
な
い
の

で
、
現
在
の
経

費
よ
り
も
高
く

な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
給
食
費
は
上

が
ら
な
い
。　食

中
毒
な
ど
が
起

き
た
と
き
の
責
任
は
。

（
教
育
長
）　
教
育
委

員
会
が
所
管
す
る
業

務
は
、
教
育
委
員
会
に
責
任

が
あ
る
。

　
食
中
毒
の
防
止
、
衛
生
管

理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
食
中
毒

の
発
生
の
原
因
に
よ
って
変
わ
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。
受
託

者
に
対
し
十
分
な
管
理
指
導

の
徹
底
を
図
り
、
安
全
な
学

校
給
食
の
実
施
に
最
善
を
つ
く

し
た
い
。

A

A Q

A Q

導入しよう
　メガソーラー

ルールを
　　守ってね

これまでと
　変わらないの？

　
幸
い
、
直
島
は
駐
在
所
が
２

カ
所
あ
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
動

い
て
も
ら
う
。
ま
た
交
通
指
導

員
と
も
話
し
合
う
機
会
を
設

け
て
い
き
た
い
。
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〔
環
境
水
道
課
〕

○
平
成
21
年
度
玉
野
か
ら

の
水
道
受
水
量
は
１
日
平

均
４
、４
４
５
㎥
。

○
平
成
21
年
度
末
の
下
水

道
接
続
戸
数
は
１
、
３
１

０
戸
で
普
及
率
は
92
・
33

％
。

○
平
成
21
年
度
の
塵
芥
量

は
１
、
９
０
０
ト
ン
強
。

不
燃
物
は
１
、
９
８
０
ト

ン
強
。

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
の
平
成

22
年
度
予
算
は
10
軒
分
予

定
し
て
い
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
町
民

パ
ス
ポ
ー
ト
の
予
約
販
売

を
し
た
。

○
５
月
１
日
か
ら
釣
公
園
で

「
鯛
の
お
刺
身
定
食
」
な

ど
の
営
業
を
開
始
し
た
。

Q
　
宮
浦
港
駐
輪
場
の
整
備

は
い
つ
か
ら
か
。

A
　
県
に
早
く
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

Q
　
赤
カ
ボ
チ
ャ
に
登
る
人

が
い
る
が
対
策
は
。

A
　
注
意
板
を
多
く
す
る
。

ま
た
、
港
湾
パ
ト
ロ
ー
ル
も

し
て
い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

　
４
月
末
現
在
の
「
レ
フ
ァ

シ
ー
ド
直
島
」
と
「
直
島
げ

ん
き
」
の
状
況

◎
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
入
所
者
50
人
（
内
町
民
40

人
）
待
機
者
43
人

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
４
月
の
利
用
者
１
２
０
人

で
稼
働
率
１
０
０
％

◎
直
島
げ
ん
き

○
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

　
入
居
者
７
人
（
定
員
８

人
）

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
レ
ン
ト
ゲ
ン
デ
ジ
タ
ル
撮

影
装
置
を
購
入
。

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を

購
入
し
、
４
月
１
日
か
ら

テ
レ
ビ
カ
ー
ド
を
導
入
し

た
。
１
枚
１
、
０
０
０
円

で
20
時
間
見
ら
れ
る
。

　
　
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

香川県直島町 議会だより No.159

中野  善正 委員長井下  良雄 委員長 作田  宏 委員長
総　務・文　教

修
学
資
金
・
借
り
や
す
く

〔
総
務
課
〕

○
12
月
７
日
　
青
色
灯
を

公
用
車
に
設
置
し
て
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
る
よ
う
に
、
町
職
員

17
人
が
高
松
北
署
の
担

当
者
に
よ
る
講
習
を
受

講
し
た
。　

勤
務
中
で
も

パ
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
る
の
か
。

　
で
き
る
。
２

人
１
組
で
行
う
。

た
だ
し
運
転
手
は
受
講

者
に
限
る
。

○
１
月
８
日
　
消
防
団
出
初

式
を
挙
行
。

　
参
加
者
、
消
防
団
員
83
人
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
19
人
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
12
人

で
計
１
１
４
人
。

〔
教
育
委
員
会
〕

○
12
月
９
日
　
高
松
税
務
署

職
員
が
来
校
「
租
税
教

室
」
を
開
き
小
学
６
年
生

が
出
席
学
習
し
た
。

○
12
月
14
日
　
園
児
・
小
・

中
学
生
、
シ
ル
バ
ー
の

方
々
が
協
力
し
て
も
ち
つ

議 ◆会 ◆の ◆動 ◆き
安全運転して下さい

青
色
パ
ト
ラ
イ
ト
を

外
来
患
者
１
日
平
均
77
・
５
人

平成24年１月

18日　県広報発行町議会県外研修
　　　 （広島県神石高原町）

平成24年２月

 7 日　愛知県議会が行政視察に来庁

14日・16日　総務文教・経済民生合同常任委員会

14日　活性化対策特別委員会

平成24年３月

 6 日　議会運営委員会・広報編集特別委員会

 9 日～19日　平成24年第１回定例会

19日～30日　広報編集特別委員会

瀬戸芸2013の
取り組みを協議

　２月14日・16日の両日合同常任委員会を開
催しました。主なもののみ報告します。

き
大
会
が

開
か
れ
た
。

そ
の
後
、

５
歳
児
が

交
通
安
全

を
願
っ
て

運
転
者
に

モ
チ
を
配

っ
た
。

○
12
月
22
・

23
日
　
直

島
一
周
ゴ

ミ
拾
い
ツ

ア
ー
を
実

施
。
生
徒

70
人
、
教

職
員
16
人

と
他
に
地
域
住
民
も
参
加

し
た
。

○
１
月
18
日
　
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
開
催
。
５
月
26

日
開
催
予
定
の
体
育
祭
で
、

役
場
前
と
海
の
駅
か
ら
の

２
コ
ー
ス
で
聖
火
リ
レ
ー

を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
積
浦
ス
タ
ー
ト

な
ど
の
案
は
で
な

か
っ
た
の
か
。

　
二
つ
の
聖
火
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
同
時
に

合
流
し
て
体
育
祭
が
始
ま
る

設
定
に
し
て
い
る
の
で
、
積

浦
か
ら
で
は
時
間
的
に
も
調

整
が
難
し
い
。

経　済・民　生 〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

（
平
成
23
年
４
月
か
ら

平
成
24
年
１
月
ま
で
）

外
来
患
者１

、
５
６
７
人

（
１
日
平
均
77
・
５
人
）

時
間
外
救
急
患
者
　

５
６
８
人

骨
密
度
検
査
　
　
31
人

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
26
人

病
床
稼
動
率

44
・
４
％

特
定
検
診
　
　
　
　   

40
人

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
１
、
２
２
１
人

〔
建
設
経
済
課
〕

○
12
月
15
日
〜
１
月
16
日
　

海
の
駅
緑
地
に
お
い
て
中

学
生
製
作
等
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
を
行
っ

た
。
デ
ザ
イ
ン
は
「
よ
う

こ
そ
直
島
へ
」

○
12
月
18
日
　
第
２
回
コ
メ

づ
く
り
体
験
「
お
も
ち
つ

き
」
が
開
催
さ
れ
78
人
が

参
加
。

○
１
月
15
日
〜
２
月
末
ま
で

メ
バ
ル
釣
り
大
会
を
釣
公

園
で
開
催
。

デ
ザ
イ
ン
は「
よ
う
こ
そ
直
島
へ
」

塵
芥
運
搬
車（
ダ
ン
プ
車
）を
購
入

〔
環
境
水
道
課
〕

○
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
受

水
状
況
は
１
日
平
均

４
、
３
９
４
㎥

○
下
水
道
事
業
関
係

　
接
続
戸
数
　１

、
３
３
６
戸

　
水
洗
化
率
　
　
95
・
09
％

　
　
浄
化
槽
設
置
事
業
で
は
、

平
成
23
年
度
は
５
人
槽
１

基
・
７
人
槽
１
基
の
補
助

申
請
が
あ
り
７
人
槽
１
基

に
補
助
を
し
た
。

○
環
境
事
業
関
係
で
は
三
菱

マ
テ
リ
ア
ル
の
再
資
源
化

施
設
や
有
価
金
属
施
設
ま

た
県
豊
島
廃
棄
物
施
設
は

順
調
に
稼
動
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
他
と
し
て
塵
芥
運

搬
車
（
ダ
ン
プ
車
）
を
購

入
す
る
。

○
住
宅
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
事
業
と
し
て

平
成
23
年
９
月
ま
で
に
10

件
の
申
請
が
あ
り
、
８
件

に
対
し
て
補
助
を
し
た
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○
12
月
５
日
　
歳
末
見
舞
金

配
布
。
対
象
者
67
人
。

○
12
月
14
日
　
民
生
児
童
委

員
協
議
会
開
催
。

「
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
」
、

「
直
島
げ
ん
き
」
の
平
成

24
年
１
月
末
現
在
の
状
況

報
告

入
所
待
機
者
46
人

常
任
委
員
会

①
「
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
」

•
入
所
者
数
　
　
　
　
50
人

（
内
町
民
　
　
　
39
人
）

　
入
所
待
機
者
　
　
　
46
人

•
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
１
月
の
利
用
者
数１

７
０
人

•
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
月
間
延
利
用
者
数４

２
９
人

•
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
利
用
者
数
　
　
　
　
21
人

②
「
直
島
げ
ん
き
」

　
イ
．
小
規
模
多
機
能
型
居

　
宅
介
護

　
　
利
用
者
数
　
　
　
７
人

　
ロ
．
高
齢
者
専
用
賃
貸
住

　
宅

　
　
入
居
者
数
　
　
　
８
人

　
２
月
14
日
、
ベ
ネ
ッ
セ

と
四
国
汽
船
の
２
社
の
代

表
に
出
席
を
求
め
、
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
題
は
両
社
と
も
、
現

況
報
告
と
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
３
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
初
め
に
ベ
ネ
ッ
セ
か
ら
、

ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
の
金

代
副
代
表
他
３
人
の
幹
部

と
協
議
し
ま
し
た
。
金
代

副
代
表
か
ら
「
近
年
の
美

術
館
や
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
来
場
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば

い
傾
向
。
今
後
は
宿
泊
者

や
ア
ー
ト
愛
好
者
等
を
増

や
す
よ
う
考
え
て
い
る
」

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
芸
術
祭
へ
の
取
り
組
み

と
課
題
で
は
、

○
島
内
の
交
通
対
策

○
島
を
あ
げ
て
の
受
け
入

れ
体
制

○（
仮
称
）
安
藤
忠
雄
建
築

館
・（
仮
称
）
国
吉
康
雄

展
の
開
催

○
島
が
本
来
持
っ
て
い
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

等
の
新
し
い
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
の
協
議
で
は
、

○
町
並
み
の
保
存
対
策
と

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
対
策

の
条
例
の
必
要
性
と
運
用

○
町
内
交
通
と
船
便
の
混

雑
緩
和
の
具
体
的
対
策

等
、
意
見
を
交
わ
し
両
者

の
今
後
の
協
力
体
制
を
約

束
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
四
国
汽
船
か

ら
は
野
崎
社
長
、
下
津
支

店
長
を
招
き
協
議
。
社
長

か
ら
「
フ
ェ
リ
ー
な
お
し

ま
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

は
新
造
の
時
に
考
え
る
」

等
の
説
明
の
後
、

○
外
国
人
来
島
者
が
大
き

な
荷
物
を
持
っ
て
階
段
を

上
が
っ
て
い
る
。

○
高
齢
者
も
な
か
な
か
船

員
に
言
い
に
く
い
。
四
国

汽
船
側
も
努
力
を
。

○
乳
幼
児
の
い
る
母
親
が
、

授
乳
室
が
ほ
し
い
と
言
っ

て
い
る
。

等
を
要
望
、
検
討
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
国
汽
船
側
か
ら
、

○
海
の
駅
の
屋
根
に
電
光

掲
示
板
が
ほ
し
い

○
海
の
駅
の
切
符
売
場
を

増
設
し
て
ほ
し
い

○
町
営
バ
ス
が
送
迎
用
駐

車
場
の
前
を
通
ら
な
い
よ

う
の
３
点
の
要
望
が
あ
り
、

後
日
、
関
係
者
と
協
議
す

る
こ
と
で
閉
会
し
ま
し
た
。

香川県直島町 議会だより No.159

A Q

A Q

聖
火
が
走
る

活性化対策特別

「
条
例
改
正
」

　
看
護
学
生
に
対
し
、
将
来
、
町
の
施
設
で
看
護
職

員
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
看
護
学
生
修
学
資

金
貸
付
条
例
」
の
（
返
還
）
の
項
に
、「
卒
業
後
、

町
の
施
設
等
で
業
務
に
従
事
し
な
い
期
間
が
１
年
に

達
し
た
と
き
。」
を
「（
中
略
）
３
年
に
達
し
た
と
き
。

た
だ
し
、
町
長
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

に
改
正
し
ま
し
た
。

　（
本
改
正
案
は
議
会
が
検
討
し
、
執
行
部
に
申
し

入
れ
た
内
容
が
提
案
さ
れ
た
も
の
）

フェリーのエレベーター
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〔
環
境
水
道
課
〕

○
平
成
21
年
度
玉
野
か
ら

の
水
道
受
水
量
は
１
日
平

均
４
、４
４
５
㎥
。

○
平
成
21
年
度
末
の
下
水

道
接
続
戸
数
は
１
、
３
１

０
戸
で
普
及
率
は
92
・
33

％
。

○
平
成
21
年
度
の
塵
芥
量

は
１
、
９
０
０
ト
ン
強
。

不
燃
物
は
１
、
９
８
０
ト

ン
強
。

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
の
平
成

22
年
度
予
算
は
10
軒
分
予

定
し
て
い
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
町
民

パ
ス
ポ
ー
ト
の
予
約
販
売

を
し
た
。

○
５
月
１
日
か
ら
釣
公
園
で

「
鯛
の
お
刺
身
定
食
」
な

ど
の
営
業
を
開
始
し
た
。

Q
　
宮
浦
港
駐
輪
場
の
整
備

は
い
つ
か
ら
か
。

A
　
県
に
早
く
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

Q
　
赤
カ
ボ
チ
ャ
に
登
る
人

が
い
る
が
対
策
は
。

A
　
注
意
板
を
多
く
す
る
。

ま
た
、
港
湾
パ
ト
ロ
ー
ル
も

し
て
い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

　
４
月
末
現
在
の
「
レ
フ
ァ

シ
ー
ド
直
島
」
と
「
直
島
げ

ん
き
」
の
状
況

◎
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
入
所
者
50
人
（
内
町
民
40

人
）
待
機
者
43
人

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
４
月
の
利
用
者
１
２
０
人

で
稼
働
率
１
０
０
％

◎
直
島
げ
ん
き

○
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

　
入
居
者
７
人
（
定
員
８

人
）

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
レ
ン
ト
ゲ
ン
デ
ジ
タ
ル
撮

影
装
置
を
購
入
。

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を

購
入
し
、
４
月
１
日
か
ら

テ
レ
ビ
カ
ー
ド
を
導
入
し

た
。
１
枚
１
、
０
０
０
円

で
20
時
間
見
ら
れ
る
。

　
　
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
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中野  善正 委員長井下  良雄 委員長 作田  宏 委員長
総　務・文　教

修
学
資
金
・
借
り
や
す
く

〔
総
務
課
〕

○
12
月
７
日
　
青
色
灯
を

公
用
車
に
設
置
し
て
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
る
よ
う
に
、
町
職
員

17
人
が
高
松
北
署
の
担

当
者
に
よ
る
講
習
を
受

講
し
た
。　

勤
務
中
で
も

パ
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
る
の
か
。

　
で
き
る
。
２

人
１
組
で
行
う
。

た
だ
し
運
転
手
は
受
講

者
に
限
る
。

○
１
月
８
日
　
消
防
団
出
初

式
を
挙
行
。

　
参
加
者
、
消
防
団
員
83
人
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
19
人
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
12
人

で
計
１
１
４
人
。

〔
教
育
委
員
会
〕

○
12
月
９
日
　
高
松
税
務
署

職
員
が
来
校
「
租
税
教

室
」
を
開
き
小
学
６
年
生

が
出
席
学
習
し
た
。

○
12
月
14
日
　
園
児
・
小
・

中
学
生
、
シ
ル
バ
ー
の

方
々
が
協
力
し
て
も
ち
つ

議 ◆会 ◆の ◆動 ◆き
安全運転して下さい

青
色
パ
ト
ラ
イ
ト
を

外
来
患
者
１
日
平
均
77
・
５
人

平成24年１月

18日　県広報発行町議会県外研修
　　　 （広島県神石高原町）

平成24年２月

 7 日　愛知県議会が行政視察に来庁

14日・16日　総務文教・経済民生合同常任委員会

14日　活性化対策特別委員会

平成24年３月

 6 日　議会運営委員会・広報編集特別委員会

 9 日～19日　平成24年第１回定例会

19日～30日　広報編集特別委員会

瀬戸芸2013の
取り組みを協議

　２月14日・16日の両日合同常任委員会を開
催しました。主なもののみ報告します。

き
大
会
が

開
か
れ
た
。

そ
の
後
、

５
歳
児
が

交
通
安
全

を
願
っ
て

運
転
者
に

モ
チ
を
配

っ
た
。

○
12
月
22
・

23
日
　
直

島
一
周
ゴ

ミ
拾
い
ツ

ア
ー
を
実

施
。
生
徒

70
人
、
教

職
員
16
人

と
他
に
地
域
住
民
も
参
加

し
た
。

○
１
月
18
日
　
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
開
催
。
５
月
26

日
開
催
予
定
の
体
育
祭
で
、

役
場
前
と
海
の
駅
か
ら
の

２
コ
ー
ス
で
聖
火
リ
レ
ー

を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
積
浦
ス
タ
ー
ト

な
ど
の
案
は
で
な

か
っ
た
の
か
。

　
二
つ
の
聖
火
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
同
時
に

合
流
し
て
体
育
祭
が
始
ま
る

設
定
に
し
て
い
る
の
で
、
積

浦
か
ら
で
は
時
間
的
に
も
調

整
が
難
し
い
。

経　済・民　生 〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

（
平
成
23
年
４
月
か
ら

平
成
24
年
１
月
ま
で
）

外
来
患
者１

、
５
６
７
人

（
１
日
平
均
77
・
５
人
）

時
間
外
救
急
患
者
　

５
６
８
人

骨
密
度
検
査
　
　
31
人

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
26
人

病
床
稼
動
率

44
・
４
％

特
定
検
診
　
　
　
　   

40
人

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
１
、
２
２
１
人

〔
建
設
経
済
課
〕

○
12
月
15
日
〜
１
月
16
日
　

海
の
駅
緑
地
に
お
い
て
中

学
生
製
作
等
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
を
行
っ

た
。
デ
ザ
イ
ン
は
「
よ
う

こ
そ
直
島
へ
」

○
12
月
18
日
　
第
２
回
コ
メ

づ
く
り
体
験
「
お
も
ち
つ

き
」
が
開
催
さ
れ
78
人
が

参
加
。

○
１
月
15
日
〜
２
月
末
ま
で

メ
バ
ル
釣
り
大
会
を
釣
公

園
で
開
催
。

デ
ザ
イ
ン
は「
よ
う
こ
そ
直
島
へ
」

塵
芥
運
搬
車（
ダ
ン
プ
車
）を
購
入

〔
環
境
水
道
課
〕

○
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
受

水
状
況
は
１
日
平
均

４
、
３
９
４
㎥

○
下
水
道
事
業
関
係

　
接
続
戸
数
　１

、
３
３
６
戸

　
水
洗
化
率
　
　
95
・
09
％

　
　
浄
化
槽
設
置
事
業
で
は
、

平
成
23
年
度
は
５
人
槽
１

基
・
７
人
槽
１
基
の
補
助

申
請
が
あ
り
７
人
槽
１
基

に
補
助
を
し
た
。

○
環
境
事
業
関
係
で
は
三
菱

マ
テ
リ
ア
ル
の
再
資
源
化

施
設
や
有
価
金
属
施
設
ま

た
県
豊
島
廃
棄
物
施
設
は

順
調
に
稼
動
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
他
と
し
て
塵
芥
運

搬
車
（
ダ
ン
プ
車
）
を
購

入
す
る
。

○
住
宅
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
事
業
と
し
て

平
成
23
年
９
月
ま
で
に
10

件
の
申
請
が
あ
り
、
８
件

に
対
し
て
補
助
を
し
た
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○
12
月
５
日
　
歳
末
見
舞
金

配
布
。
対
象
者
67
人
。

○
12
月
14
日
　
民
生
児
童
委

員
協
議
会
開
催
。

「
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
」
、

「
直
島
げ
ん
き
」
の
平
成

24
年
１
月
末
現
在
の
状
況

報
告

入
所
待
機
者
46
人

常
任
委
員
会

①
「
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
」

•
入
所
者
数
　
　
　
　
50
人

（
内
町
民
　
　
　
39
人
）

　
入
所
待
機
者
　
　
　
46
人

•
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
１
月
の
利
用
者
数１

７
０
人

•
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
月
間
延
利
用
者
数４

２
９
人

•
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
利
用
者
数
　
　
　
　
21
人

②
「
直
島
げ
ん
き
」

　
イ
．
小
規
模
多
機
能
型
居

　
宅
介
護

　
　
利
用
者
数
　
　
　
７
人

　
ロ
．
高
齢
者
専
用
賃
貸
住

　
宅

　
　
入
居
者
数
　
　
　
８
人

　
２
月
14
日
、
ベ
ネ
ッ
セ

と
四
国
汽
船
の
２
社
の
代

表
に
出
席
を
求
め
、
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
題
は
両
社
と
も
、
現

況
報
告
と
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
３
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
初
め
に
ベ
ネ
ッ
セ
か
ら
、

ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
の
金

代
副
代
表
他
３
人
の
幹
部

と
協
議
し
ま
し
た
。
金
代

副
代
表
か
ら
「
近
年
の
美

術
館
や
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
来
場
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば

い
傾
向
。
今
後
は
宿
泊
者

や
ア
ー
ト
愛
好
者
等
を
増

や
す
よ
う
考
え
て
い
る
」

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
芸
術
祭
へ
の
取
り
組
み

と
課
題
で
は
、

○
島
内
の
交
通
対
策

○
島
を
あ
げ
て
の
受
け
入

れ
体
制

○（
仮
称
）
安
藤
忠
雄
建
築

館
・（
仮
称
）
国
吉
康
雄

展
の
開
催

○
島
が
本
来
持
っ
て
い
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

等
の
新
し
い
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
の
協
議
で
は
、

○
町
並
み
の
保
存
対
策
と

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
対
策

の
条
例
の
必
要
性
と
運
用

○
町
内
交
通
と
船
便
の
混

雑
緩
和
の
具
体
的
対
策

等
、
意
見
を
交
わ
し
両
者

の
今
後
の
協
力
体
制
を
約

束
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
四
国
汽
船
か

ら
は
野
崎
社
長
、
下
津
支

店
長
を
招
き
協
議
。
社
長

か
ら
「
フ
ェ
リ
ー
な
お
し

ま
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

は
新
造
の
時
に
考
え
る
」

等
の
説
明
の
後
、

○
外
国
人
来
島
者
が
大
き

な
荷
物
を
持
っ
て
階
段
を

上
が
っ
て
い
る
。

○
高
齢
者
も
な
か
な
か
船

員
に
言
い
に
く
い
。
四
国

汽
船
側
も
努
力
を
。

○
乳
幼
児
の
い
る
母
親
が
、

授
乳
室
が
ほ
し
い
と
言
っ

て
い
る
。

等
を
要
望
、
検
討
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
国
汽
船
側
か
ら
、

○
海
の
駅
の
屋
根
に
電
光

掲
示
板
が
ほ
し
い

○
海
の
駅
の
切
符
売
場
を

増
設
し
て
ほ
し
い

○
町
営
バ
ス
が
送
迎
用
駐

車
場
の
前
を
通
ら
な
い
よ

う
の
３
点
の
要
望
が
あ
り
、

後
日
、
関
係
者
と
協
議
す

る
こ
と
で
閉
会
し
ま
し
た
。
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A Q

A Q

聖
火
が
走
る

活性化対策特別

「
条
例
改
正
」

　
看
護
学
生
に
対
し
、
将
来
、
町
の
施
設
で
看
護
職

員
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
看
護
学
生
修
学
資

金
貸
付
条
例
」
の
（
返
還
）
の
項
に
、「
卒
業
後
、

町
の
施
設
等
で
業
務
に
従
事
し
な
い
期
間
が
１
年
に

達
し
た
と
き
。」
を
「（
中
略
）
３
年
に
達
し
た
と
き
。

た
だ
し
、
町
長
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

に
改
正
し
ま
し
た
。

　（
本
改
正
案
は
議
会
が
検
討
し
、
執
行
部
に
申
し

入
れ
た
内
容
が
提
案
さ
れ
た
も
の
）

フェリーのエレベーター
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　３月９日、中学２年生が３月定例議会を傍聴しました。皆さんに感想文を
書いていただきましたが、紙面の都合上、一部だけ紹介します。

中学生傍聴記

大谷 玲二君

直島のことを　　
たくさん知れた

直島のことを　　
たくさん知れた　僕は、今日議会見学をさせていただきました。

　最初、議会ではどんな話をするのかと思っていたら
今後の直島について話し合っていました。
　僕が思ったことは三つあります。一つ目は、環境問題です。直島にはたくさんゴミが落
ちているので、対策を考えなければいけないと思います。二つ目は、電気代についてです。
今は、電力不足が心配されているので、もっと節約しなければなりません。三つ目は、直
島小学校に設置している太陽光パネルはとても良いと思います。今回僕は、議会体験をさ
せていただき、直島のことをたくさん知れて良かったです。重要なことを改めて知ることが
できました。

中村　慧君

この体験を　　　
次に活かしたい

この体験を　　　
次に活かしたい　僕は、議会見学を体験してみて、思ったことが二

つあります。
　一つ目は、直島はもちろん、東北や未来のことについて話し合っていることがすごいと
思いました。町内のことや東北のゴミ、太陽光パネルなど身近で起こっていることについ
ても話し合われていることが知れて、勉強になりました。
　二つ目は、環境問題についてお金や場所のことまでくわしく調べていたことにおどろき
ました。僕も、太陽光パネルを設置することには賛成でしたが、費用や設置場所について
知らなかったので少し考えが甘かったと反省しています。
　今回、議会見学を体験したことを次に活かすためにも身近な町づくりに貢献したいと強
く思いました。

竹林　嶺君

中元 藍菜さん

　今回、議会の見学をしたことは、私にとって、とても貴
重な体験となりました。私は、今まで、直島のどこでどの
ように政治が行われていたのかは全く知らず、また、そういうことに対して全く関心があり
ませんでした。しかし、今日の初めての議会見学で、教育のことであったり、環境のこと
であったりなど、様々な質問や、意見が飛び交っているのを見て、とても驚きました。な
ぜなら、いつもは直島の広報を通して得ることのできる情報が、その時は自分の目の前で
行われていたからです。その中でも、特に私が気になったのは、直島の学校を３学期制に
するかどうかについての議題です。正直私は、２学期制と３学期制に、それぞれどのよう
なメリットがあるのかは分かりませんが、真剣に取り組む議員さんたちの姿に、目が釘付
けになりました。それまで無関心な私でしたが、少し政治について関心がもてました。
　私は、まだそういったことに対して、詳しいことは分からないし、年齢的にも未熟だけど、
いつか大人になったら分かるように、もっと自分の知識を広げていきたいです。

　私は、今回初めて議会見学を体験して、議会では、
直島をより良くしようと、直島の欠点を発表し、欠点

を改善していっているとわかりました。議会をしている方は、町民が不自由なく過ごせるよ
うに、考えていることがわかりました。そして私は、「東日本大震災」のことが一番印象に
残りました。それは、「東日本のがれきの撤去」についてでした。私は、このことについて
疑問に思っていたからです。しかし、今回の議会見学で、なぜ東日本大震災のがれきの撤
去に協力しないのか。ということの理由がわかりました。
　このように、議員の方たちが、直島のことをたくさん考えてくれているから、私は毎日
楽しく直島で過ごせているのだと思いました。私は改めてたくさんの人に支えられて生き
ているのだと思いました。

東日本大震災の
　「がれき」処理は
東日本大震災の
　「がれき」処理は

西岡 愛理さん

　私は、今回の議会見学でおどろいたことが
二つあります。一つ目は、直島町のことだけ

でなく、私達の中学校や小学校についても考え、話し合ってくださっていたことです。
　二つ目は昨年の３月11日におきた東北地震のことも話し合っていることにおどろきまし
た。直島と東北ははなれているけど、協力しようとする気持ちがあるんだなと思いました。
　今回の見学は、めったにできないと先生から聞き、とてもありがたく思いました。３年生
になったら、見学ではなく、議会体験をさせていただく機会があります。その時は、直島
についていろいろ質問をしたいです。

来年は
　いろいろ質問したい
来年は
　いろいろ質問したい

米谷 瑠華さん

　私は今回初めて議会を見学しました。
　まず思ったことは部屋の雰囲気と議会をしていた

方々です。部屋に入った瞬間にテレビで見たような机や椅子が並んでいて驚きました。議
会をしている人のはきはきした声や自分の意見をみんなの前で言うことはすごいなと思い
ました。２学期制から３学期制へと移行を考えていることをこの議会で知ることができました。
いろいろな人達が直島について深く考えていることが分かりました。
　私は直島に住んでいるけれど知らない事が多いと思いました。直島をよくしていくため
にこれから課題を見つけ解決していきたいです。この議会を通して自分の考えを相手に伝
えることが大切だと思いました。

課題を見つけ
　　　解決したい
課題を見つけ
　　　解決したい

もっと知識を　
広げたい

もっと知識を　
広げたい
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お店の玄関で

仕事中です

現在のゴミ袋（60ℓ・40ℓ）
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今
回
は
本
村
の
「
い
し
ば
整

体
院
」
で
整
体
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
さ
れ
て
い
る
、
院
長

の
米
田
景
子
さ
ん
に
ご
登
場
願

い
ま
し
た
。

Ｑ
　
お
生
ま
れ
は
ど
ち
ら
。
直

島
に
は
い
つ
頃
来
ら
れ
ま
し
た

か
。

Ａ
　
生
ま
れ
は
兵
庫
県
宝
塚
市

で
、
昨
年
９
月
に
直
島
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
Ⅰ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
。

Ａ
　
２
０
０
９
年
に
観

光
で
訪
れ
、
直
島
が

大
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
島
の
方
か
ら
常

設
の
整
体
院
が
な
い
こ

と
を
聞
き
、
少
し
で

も
お
役
に
立
ち
た
く

開
業
を
決
め
ま
し
た
。

Ｑ
　
直
島
の
初
め
て
の
印
象
と
、

生
活
さ
れ
て
の
感
想
を
聞
か
せ

て
下
さ
い
。

Ａ
　
小
さ
な
島
に
こ
れ
だ
け
多

く
の
ア
ー
ト
が
あ
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。

　
島
に
住
ん
で
思
う
こ
と
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
と
て

も
深
い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
島
で
の
生
活
上
、
悩
み
等

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
　
島
外
に
出
か
け
る
際
、
船

の
時
間
を
気
に
し
て
遠
く
に
行

け
な
い
こ
と
が
少
し
残
念
で
す
。

Ｑ
　
お
仕
事
以
外
の
時
間
は
何

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
　
現
在
ダ
イ
エッ
ト
中
で
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
に
励
ん

で
ま
す
（
笑
）。

　
休
み
の
日
は
岡

山
等
へ
買
い
物
に

出
か
け
ま
す
。

Ｑ
　
失
礼
で
す
が

独
身
で
す
か
？ 

町
で
は
「
直

島
出
会
い
隊
」
と
い
う
、
男
女

の
出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
が
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

Ａ
　
独
身
で
す
。

　
現
在
は
独
立
し
た
ば
か
り
な

の
で
仕
事
を
優
先
に
考
え
て
い

ま
す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｑ
　
最
後
に
、
町
や
町
民
の

方
々
に
何
か
要
望
等
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
　
直
島
に
来
て
半
年
程
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、

皆
様
に
色
々
と
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　
道
で
見
か
け
ら
れ
た
ら
気
軽

に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
米
田
さ
ん
、
今
日
は
大
変

お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
時
間
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
仕
事
に
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
充
実
し
た
生
活
を

送
ら
れ
て
、
永
久
直
島
人
に
な

っ
て
下
さ
い
。

　
ヨ
ロ
シ
ク
！

香川県直島町 議会だより No.159

Ｕ・Ⅰターン者に
聞く

編
集
後
記

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
は
や
１
年

が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
一
向
に
復
旧
・
復
興

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
は
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
の
景
気
は
長
い
ト
ン
ネ
ル
の
中
、
消

費
税
の
増
税
ば
か
り
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
ん
な
中
、
選
抜
高
校
野
球
に
21
世
紀

枠
で
選
出
さ
れ
た
、
石
巻
工
業
高
校
主
将

の
力
強
い
選
手
宣
誓
が
、
復
興
へ
と
歩
む

被
災
地
の
人
た
ち
に
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
人
ひ
と
り
が
目
的
に
向
か
っ
て
前
進
し
、

良
い
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

（
石
川
記
）

　
直
島
町
議
会
広
報
委
員
会
で
は
議

会
だ
よ
り
の
表
紙
用
の
写
真
「
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
た
ち
を
題
材

と
し
た
写
真
」
を
広
く
町
民
か
ら
募

集
し
ま
す
。
採
用
分
に
は
、
記
念
品

を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
議
会
事
務
局
（
☎

８
９
２
―
２
２
９
７
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議

　長
　
蓬
　
　
清
二

委
員
長
　
丸
山
　
義
朗

副
委
員
長
　
作
田
　
　
宏

委

　
　員
　
議
員
全
員

どんどん
応募してください！
表紙用の写真募集
（議会だより用）

　このコーナーは、議員が以前に一般質問や委員会などで質問した問題が、
その後どうなっているかを追跡してお知らせします。

現在60ℓと40ℓの２種類のもえるごみ用の袋があるが、
もう少し小さい袋を希望する人がいるので作ってほしい。 （大谷議員）

平成23年６月議会　一般質問で

「もえるごみ」用の小袋を

今後、小袋作製の検討をしていく（環境水道課長）

答　弁

その後

米田 景子さん

20ℓ用の袋を作製し、４月１日から販売する

濵中　満 氏

松下 啓一 氏

前副町長
西　 忠彦 氏

　
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
に
、
松
下
啓
一
氏
・
岡
正
敏

氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
両
氏
と
も
再
任
）

　
任
期
は
平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

岡　 正敏 氏

　
任
期
は
平
成
24
年
４
月
３
日
か

ら
平
成
28
年
４
月
２
日
ま
で

教
育
委
員
会
委
員
の

　
　
　選
任
に
同
意

副
町
長
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

濵
中

　満 

氏

　
西
忠
彦
副
町
長
の
退
任
に
伴
い
、

新
副
町
長
と
し
て
総
務
課
長
の
濵
中

満
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

人  事
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先生に「おけいこ」してもらっています

３人　息ピッタリ

　
今
回
も
前
回
同
様
、
日
舞
を
習

っ
て
い
る
か
わ
い
い
チ
ビ
ッ
子
た
ち

の
登
場
で
す
。

　
石
田
穂
乃
香
ち
ゃ
ん
、
手
塚
樹

亜
ち
ゃ
ん
、
丸
野
美
海
ち
ゃ
ん
、

そ
し
て
藤
間
花
寿
月
先
生
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

（
以
下
、
ほ
穂
乃
香
ち
ゃ
ん
、
じ

樹
亜
ち
ゃ
ん
、
み
美
海
ち
ゃ
ん
）

Q
　
皆
さ
ん
、
歳
は
い
く
つ
。
何

歳
か
ら
稽
古
し
て
い
ま
す
か
。

ほ
　
11
歳
で
す
。
５
歳
か
ら
お
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。

じ
　
10
歳
で
す
。
４
歳
か
ら
始
め

ま
し
た
。

み
　
５
歳
で
す
。
４
歳
に
な
る
前
か

ら
始
め
ま
し
た
。

Q
　
お
稽
古
は
ど
こ
で
、
週
何
回

で
す
か
。

ほ
　
宮
ノ
浦
に
あ
る
稽
古
場
で
、

週
１
回
の
稽
古
で
す
。

Q
　
先
生
は
厳
し
い
か
な
？ 

つ
ら

い
こ
と
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

ほ
　
き
び
し
く
な
い
し
、
つ
ら
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
練
習
の
後
で
、

先
生
の
作
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
の

が
楽
し
い
で
す
。

じ
　
や
さ
し
く
し
て
く
れ
て
、
つ
ら

く
は
な
い
で
す
。
楽
し
い
こ
と
は
演

芸
に
出
る
こ
と
で
す
。

み
　
と
て
も
や
さ
し
い
で
す
。
自
分

だ
け
上
手
に
で
き
な
い
時
、
泣
き

そ
う
に
な
り
ま
す
。
先
生
や
お
姉

ち
ゃ
ん
た
ち
と
一
緒
に
踊
る
の
が
楽

し
い
で
す
。

Q
　
今
ま
で
ど
ん
な
場
所
に
出
演

さ
れ
ま
し
た
か
。
今
後
の
予
定
は
。

ほ
　
演
芸
や
発
表
会
に
出
ま
す
。

今
後
は
、
５
月
と
秋
祭
り
に
巫
女

さ
ん
を
し
ま
す
。

じ
　
宮
ノ
浦
や
積
浦
に
出
演
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
予
定
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。

Q
　
お
母
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り

ま
す
か
。

ほ
　
あ
ま
り
見
に
き
て
ほ
し
く
な
い

け
ど
、
上
手
に
で
き
た
時
だ
け
見

に
き
て
ほ
し
い
で
す
。

じ
　
こ
れ
か
ら
も
踊
り
を
続
け
さ

せ
て
下
さ
い
。

み
　
う
ー
ん
、
む
ず
か
し
い
か
ら
マ

マ
も
一緒
に
習
っ
て一緒
に
踊
っ
て
ほ
し

い
。Q

　
お
母
さ
ん
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
ひ
と
こ
と
。

ほ
の
お
母
さ
ん
　
い
つ
も
素
敵
な

踊
り
を
見
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
覚
え
る
の
は
大
変
だ
け
ど
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
続
け
て
いっ

て
下
さ
い
。

じ
の
お
母
さ
ん
　
小
さ
い
時
か
ら

続
け
ら
れ
る
の
は
す
ご
い
こ
と
。
で

き
る
だ
け
長
く
続
け
て
下
さ
い
。

み
の
お
母
さ
ん
　
踊
り
を
通
し
て

成
長
し
て
い
く
み
み
ち
ゃ

ん
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
風

に
変
身
し
て
い
く
の
か
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。

Q
　
最
後
に
、
藤
間
花

寿
月
先
生
か
ら
３
人
に

ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま

す
。

藤
間
先
生
　
お
稽
古
場

で
の
子
ど
も
た
ち
は
好

奇
心
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

着
物
の
着
方
や
た
た
み

方
、
扇
子
の
扱
い
等
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
お
稽
古

の一環
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
で
で
き
る
こ
と
の
自
信
は
踊

り
に
も
通
じ
る
で
し
ょ
う
。
少
し
ず

つ
上
達
し
て
い
く
あ
な
た
た
ち
を
見

守
って
い
ま
す
。
一緒
に
楽
し
ん
で
お

稽
古
に
励
ん
で
下
さ
い
。

　
習
い
事
は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終

わ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
礼
儀
正

し
い
と
い
う
こ
と
は
気
持
ち
の
い
い

も
の
で
す
ね
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
藤
間
先
生

の
教
え
を
よ
〜
く
聞
い
て
、
お
稽

古
が
ん
ば
っ
て
ね
！

　「
ガ
ン
バ
レ
！ 

穂
乃
香
ち
ゃ
ん
、

樹
亜
ち
ゃ
ん
、
美
海
ち
ゃ
ん
」

古紙配合率100%再生紙を使用しています

石田 穂乃香ちゃん手塚 樹亜ちゃん丸野 美海ちゃん
み　 み じゅ　あ ほ　 の　 か
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上手に
　できた時だけ

　　　　見にきて
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